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前  文  

日 頃 か ら 大 阪 府 政 の 推 進 に 御 支 援 を 賜 り 、厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。 

新 内 閣 が 発 足 し 、 国 に お か れ て は 、 様 々 な 改 革 や 新 た な 政 策 の 立

案 ・ 実 施 が 進 め ら れ よ う と し て い ま す が 、 そ の 多 く が 、 地 方 自 治 体

に 関 係 の 深 い も の で す 。  

大 阪 府 と し て は 、本 年 ６ 月 、国 に 対 し て 、「 平 成 22 年 度 国 の 施 策

並 び に 予 算 に 関 す る 重 点 提 案 ・ 要 望 」 を 行 い ま し た が 、 こ う し た

状 況 を 踏 ま え 、 現 時 点 に お い て 改 め て 精 査 し 、 特 に 喫 緊 か つ 重 要 と

考 え ら れ る も の 、 さ ら に 追 加 す べ き も の に つ い て 、 以 下 の と お り 要

望 い た し ま す 。  

な お 、 い ず れ の 分 野 に お い て も 、 新 た な 政 策 の 実 施 に あ た っ て 地

方 自 治 体 に 負 担 が 生 じ る こ と が な い よ う ご 配 慮 い た だ く と と も に 、

地 方 や 関 係 者 と の 協 議 ・ 調 整 を 行 い 、 そ の 提 言 ・ 要 望 を 十 分 に 踏 ま

え た 対 応 を お 願 い し ま す 。そ の た め に も 、「 国 と 地 方 の 協 議 の 場 」等 、

地 方 の 声 を し っ か り と 反 映 で き る 仕 組 み を 早 急 に 構 築 し 、 開 催 し て

下 さ い 。  

 

今 こ そ 、「 地 域 主 権 の 確 立 」 に 向 け 、「 地 方 に で き る こ と は 地 方 に

委 ね る 」 を 基 本 に し た 取 組 み が 必 要 で す 。 国 か ら 地 方 へ の 権 限 ・ 税

財 源 の 移 譲 、 国 直 轄 負 担 金 の 見 直 し 、 国 出 先 機 関 の 廃 止 、 地 方 交 付

税 法 定 率 の 改 善 等 を 着 実 に 実 施 さ れ る こ と を 強 く 要 望 い た し ま す 。  

と り わ け 、 国 出 先 機 関 の 原 則 廃 止 に つ い て は 、 廃 止 後 の 受 け 皿 が

問 題 と な っ て お り ま す が 、 関 西 で は 、 そ の 機 能 を 広 域 連 合 で き ち ん

と 受 け 入 れ る 覚 悟 が あ り ま す の で 、 実 現 に 向 け た 制 度 設 計 を 早 期 に

実 施 し て い た だ く よ う 、 強 く 要 望 い た し ま す 。  

ま た 、 大 阪 府 で は 、 国 関 係 法 人 等 へ の 支 出 の 総 点 検 調 査 を 実 施 し

て お り 、 改 め て そ の 結 果 を 公 表 す る こ と と し て い ま す 。 国 に お い て

も 、 積 極 的 な ご 検 討 を お 願 い し ま す 。  

も ち ろ ん 、大 阪 府 み ず か ら も 、今 一 度 、気 を 引 き 締 め 、業 務 改 善 、

人 事 制 度 改 革 や 職 員 の 意 識 改 革 と い っ た 府 庁 改 革 を 積 極 的 に 推 進 し

て ま い り た い と 考 え て お り ま す の で 、よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 

 

平 成 21 年 ９ 月 ２ ９ 日  

                  大 阪 府 知 事  橋 下  徹  



１ ． 地 域 主 権 の 実 現 について 

◇  国 と 地 方 の 役 割 分 担 を 明 確 化 し 、 大 都 市 圏 特 有 の 行 政 需 要 に も

対 応 し て 、 地 方 が 地 域 経 営 を 行 う た め に 必 要 な 権 限 ・ 税 財 源 の 移

譲 を 着 実 に 推 進 す る こ と 。  

ま た 、「 ひ も つ き 補 助 金 」 の 廃 止 、 お よ び 、「 一 括 交 付 金 化 」 の

検 討 に あ た っ て は 、 十 分 な 交 付 額 を 確 保 す る と と も に 、 配 分 の 基

準 を 透 明 化 す る こ と 。  

◇  国 に よ る 事 業 は 本 来 国 が 責 任 を も つ べ き も の に 限 定 し 、 国 直 轄

事 業 負 担 金 を 廃 止 す る こ と 。  

◇  国 出 先 機 関 の 廃 止 に あ た っ て は 、 地 方 か ら の 提 案 も 十 分 に 踏 ま

え た 上 で 、 制 度 設 計 を 進 め る こ と 。  

 

２ ． 国 に よ る セ ー フ テ ィ ネ ッ ト の 整 備 について 

◇  後 期 高 齢 者 医 療 制 度 や 障 が い 者 自 立 支 援 制 度 な ど 、 各 種 医 療 制

度 や 福 祉 制 度 の 見 直 し に つ い て は 、 新 し い 制 度 が 利 用 者 に と っ て

安 心 し て 必 要 な 医 療 や サ ー ビ ス が 受 け ら れ る と 同 時 に 、 将 来 に わ

た り 安 定 し て 運 営 で き る よ う 、 早 急 に 制 度 設 計 す る こ と 。  

◇  福 祉 医 療 費 助 成 制 度 は 、 全 自 治 体 が 単 独 事 業 と し て 実 施 す る 事

実 上 の ナ シ ョ ナ ル ミ ニ マ ム で あ る こ と か ら 、 地 方 単 独 事 業 を 抑 制

す る た め 実 施 し て い る 国 民 健 康 保 険 の 国 庫 負 担 金 減 額 措 置 を 直 ち

に 廃 止 す る こ と 。 ま た 、 国 に お い て 早 期 に 制 度 化 し 、 そ れ ま で の

間 必 要 な 財 政 措 置 を 講 じ る こ と 。  

 

３ ． 都 市 基 盤 整 備 の 推 進 に つ い て  

◇  大 阪 ・ 関 西 活 性 化 の た め に は 、 大 阪 湾 岸 部 を 中 心 と し た ベ イ エ

リ ア の 再 生 が 不 可 欠 で あ る 。 ア ジ ア の 一 大 物 流 拠 点 と し て 展 開 さ

せ る た め 、 新 た な 特 区 制 度 の 導 入 や 淀 川 左 岸 線 延 伸 部 な ど の ミ ッ

シ ン グ リ ン ク（ 幹 線 道 路 の 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク が 欠 落 し た 区 間 ）解 消 に 必

要 な 措 置 を 講 じ る こ と 。  

あ わ せ て 、国 際 競 争 力 を 高 め る た め 、国 土 の 骨 格 を 形 成 す る「 新

名 神 高 速 道 路 」 の 全 線 早 期 完 成 を 図 る こ と 。  

◇  関 西 国 際 空 港 の 国 際 競 争 力 強 化 を 国 家 戦 略 と し て 位 置 づ け 、 東

ア ジ ア の 空 港 間 競 争 に 勝 ち 抜 け る よ う 、 高 コ ス ト 構 造 の 改 善 、 着

陸 料 の 大 幅 引 き 下 げ を 可 能 と す る 措 置 を 早 急 に 講 じ る こ と 。  

 ま た 、 な に わ 筋 線 な ど 、 新 大 阪 や 大 阪 ビ ジ ネ ス 拠 点 か ら 関 西 空

港 へ の ア ク セ ス 改 善 に つ い て 早 期 に 実 現 す る こ と 。  



４ ． 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る 大 阪 、 活 力 あ る 大 阪 の 実 現 に つ い て  

◇  公 立 高 校 授 業 料 の 実 質 無 償 化 及 び 私 立 高 校 授 業 料 助 成 に つ い て

は 、 平 成 ２ ２ 年 度 入 学 生 へ の 影 響 を 考 慮 し て 、 早 期 に 制 度 を 確 立

す る こ と 。  

 

５ ． 平 成 ２ １ 年 度 政 府 補 正 予 算 等 の 組 み 替 え に つ い て  

◇  新 た な 施 策 の 実 施 に 伴 う 、 予 算 の 組 み 替 え に あ た っ て は 、 国 と

地 方 の 信 頼 関 係 を 損 な わ な い よ う 十 分 に 留 意 す る こ と 。  

ま た 、 平 成 ２ １ 年 度 政 府 補 正 予 算 に つ い て は 、 大 阪 府 に お い て

も 既 に 予 算 化 し 、 年 次 計 画 を 策 定 す る な ど 、 各 種 事 業 に 着 手 し て

い る と こ ろ で あ り 、 地 域 経 済 や 府 民 の 安 全 ・ 安 心 確 保 に 影 響 が 出

な い よ う 配 慮 す る こ と 。 特 に 、 以 下 の 予 算 に つ い て は 、 予 定 ど お

り 執 行 す る こ と 。  

 【 大 阪 府 が 予 算 化 し て い る 経 済 危 機 対 策 関 連 事 業 】  

・ 地 域 活 性 化 ・ 経 済 危 機 対 策 臨 時 交 付 金 （ 関 連 国 庫 補 助 含 む ）  

・ 地 域 活 性 化 ・ 公 共 投 資 臨 時 交 付 金 （ 同 上 ）  

≪ 基 金 事 業 （ 国 庫 事 業 名 称 ） ≫  

・ 緊 急 雇 用 創 出 事 業 臨 時 特 例 交 付 金  

・ 介 護 職 員 処 遇 改 善 等 臨 時 特 例 交 付 金  

・ 障 害 者 自 立 支 援 対 策 臨 時 特 例 交 付 金  

・ 子 育 て 支 援 対 策 臨 時 特 例 交 付 金  

・ 社 会 福 祉 施 設 等 耐 震 化 等 臨 時 特 例 交 付 金  

・ 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 再 生 事 業 費 補 助 金  

・ 地 域 自 殺 対 策 緊 急 強 化 交 付 金  

・ 地 域 環 境 保 全 対 策 費 等 補 助 金  

（ 地 域 グ リ ー ン ニ ュ ー デ ィ ー ル 基 金 ）  

・ 医 療 施 設 耐 震 化 臨 時 特 例 交 付 金  

・ 介 護 基 盤 緊 急 整 備 等 臨 時 特 例 交 付 金  

・ 地 方 消 費 者 行 政 活 性 化 交 付 金  

・ 高 等 学 校 授 業 料 減 免 事 業 等 支 援 臨 時 特 例 交 付 金  

  あ わ せ て 、 オ ー ル 大 阪 の 産 学 官 連 携 に よ り バ イ オ 振 興 を 推 進 す

る 上 で 欠 か せ な い 「 地 域 産 学 官 共 同 研 究 拠 点 整 備 事 業 」 や 、 現 時

点 で は 予 算 化 さ れ て い な い が 、 大 阪 府 の 泉 州 地 域 で 検 討 中 の 公 立

病 院 再 編 等 に 必 要 不 可 欠 な 「 地 域 医 療 再 生 臨 時 特 例 交 付 金 」 に つ

い て も 、 特 段 の 配 慮 を す る こ と 。  


